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日立市コミュニティ２３学区初！！ 

リモートによる防災講演会 

 

 

 

 
賞味期限切れのペットボトルの水（未開封）は飲めるので、 
台風など非常時のために捨てないでください。 
ペットボトルの水に表示されている賞味期限は、飲めなくなる期限ではありま

せん。長期保管中に水が蒸発し、表記してある内容量を満たさなくなるため（計

量法に抵触するため）、規定の内容量をきちんと満たすための期限です。 
◎ペットボトルの水の正しい保管方法 
①直射日光の当たる場所や高温多湿を避けて保管してください。 
②匂いの強いものと一緒に保管しないでください。 

 

①自助、共助、公助を基本理念とする。（自分の命は自分で守る） 

②津波てんでんこ、＊いざという時のために普段から向こう三軒両隣り遠くの親戚より近くの

他人と交流を密にしておく。  

③３日間（72時間）生き延びるための水、食料、防災用品と日常品の日々確認しておく。  

④避難場所とたどり着く迄の時間と経路を普段から確認しておく。  

＊てんでんこ：「自分の命は自分で守る」ことだけでなく、「自分たちの地域は自分たちで守る」ということを意味します。  

防災士からのワンポイント・アドバイス

　

10
月
24
日
（
日
）、
「
震
災
か
ら
学
ぶ
こ

と
」
と
題
し
、
い
わ
き
市
在
住
で
語
り
部

を
さ
れ
て
い
る
佐
藤
ト
ミ
子
氏
を
招
き
、

「
令
和
３
年
度
防
災
講
演
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
人
数
制
限
の
開
催
で

し
た
が
、63
名
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
、

メ
イ
ン
会
場
の
ホ
ー
ル
と
サ
ブ
会
場
の
和

室
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
繋
ぎ
、
23
学
区
で
は
初

め
て
と
な
る
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
講
演
会
を
と
お
し
て
、
東

日
本
大
震
災
時
に
い
わ
き
市
久
ノ
浜
の
住

民
と
避
難
生
活
を
共
に
さ
れ
た
貴
重
な
経

験
談
を
、
災
害
発
生
時
の

避
難
所
運
営
に

生
か
し
て

い
き
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

災害時の心得

賞味期限切れのペットボトルの水は（未開封）は捨てないで︕

ホールにて語り部
佐藤トミ子氏

ホールにて語り部
佐藤トミ子氏

和室をZoomで繋いで和室をZoomで繋いで

町　名

河原子

東多賀

学区計

Ｒ２年10月 Ｒ３年10月 増　減

世帯数 人　数 世帯数 人　数 世帯数 人　数

924

1,529

2,453

1,900

3,096

4,996

914

1,495

2,409

1,839

3,039

4,878
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-34

-44

-61

-57

-118
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11
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
か
ら
常
任

委
員
17
名
で
、
河
原
子
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
会
花
壇
に
、
秋
・
冬
の
花
苗
植
替
え

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
合
計
760
本 (

パ
ン

ジ
ー
赤
190
本
、
白
210
本
、
黄
色
260
本
、
紫

70
本
と
葉
ぼ
た
ん
30
本)

の
苗
を
森
様
の

設
計
図
ど
お
り
に
、綺
麗
に
植
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
女
子
の
方
２
名
が
加
わ
り
、
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
業
が
は
か
ど

り
、
１
時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
も

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

朝
日
町
花
壇
は
、
「
湯
楽
の
里
日
立
店
」

の
入
口
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
９
日
（
土
）
淡
い
陽
ざ
し
に
爽
や

か
な
風
と
絶
好
な
秋
日
和
の
中
、
午
前
８

時
か
ら
各
町
内
よ
り
総
勢
294
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
秋
の
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
は
、
常
任
委
員
を
中
心

と
し
た
25
名
の
参
加
に
よ
り
、
各
町
内
の

刈
草
（
総
量
約
5.6
ト
ン
）
の
回
収
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
が
、

事
前
に
大
川
の
清
掃
や
海
岸
の
刈
払
い
等

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
皆
様
の

お
蔭
で
地
域
の
美
観
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

  
 
 

 
 

  再再発発見見ウウォォーークク 

　

10
月
16
日
（
土
）
総
勢
38
名
で
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
雨
も
上
が
り
秋
晴
れ
の
中
、
東
福
寺
～
天
満
神
社

～
波
切
不
動
尊
～
烏
帽
子
岩
～
台
場
跡
～
北
浜
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
コ
ー
ス
を
巡
り
、
参
加
者
の
方
々
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
潮
風
を
受
け
て
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

昔
の
風
景
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
旧
跡
の
説
明
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
へ
帰
着
時
、
皆
様
よ
り
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
嬉
し
さ
の
余
り
疲
れ
を
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。天満神社 東福寺

北浜スポーツ広場 波切不動尊

きれいな花が咲きますように‼

大川清掃大川清掃

河原子海岸河原子海岸

秋
の
一
斉
清
掃

花
壇
整
備

烏帽子岩
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お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
親
子
が
安
心
し
て

お
も
ち
ゃ
で
自
由
に
遊
ん
だ
り
、
親
子
同
士
の
交
流

を
広
げ
る
ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
。

　

第
１
・
第
３
水
曜
日
、
お
も
ち
ゃ
を
広
げ
た
会
場

に
は
、
市
内
か
ら
多
く
の
乳
幼
児
や
未
就
学
児
童
の

親
子
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
お
子

さ
ん
と
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
親
が
「
ほ
っ
と
」
で

き
る
息
抜
き
の
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
遊
び
の
他
に
も
、
保
育
士
さ
ん
と
の
相

談
会
、
季
節
の
行
事
、
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、
寸

劇
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
、
お
も

ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
６
日
（
水
）
第
２
回
河
原
子
学
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
諏
訪
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
26
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
予
防
対
策
と
し
て
６
組
４
名
か
ら
５
名
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
振
り
分
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
が
始
ま
る
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
方
が
多
数

続
出
し
、
古
橋
隆
氏
が
３
回
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で

優
勝
し
ま
し
た
。

　

秋
日
和
の
中
、
参
加
者
の
方
々
と
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
簡
単
な
競
技
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
様
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

11
月
12
日
（
金
）
「
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｅ
Ｅ
」の
店
長
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
神
定
先
生
を

招
き
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
の
ご
教
授
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
室
は
好
評
で
、
満
席
と
な
る
15
名
の
方
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
定
先
生
に
夢
と
モ
ッ
ト
ー
を
お
尋
ね
し
た
と
こ

ろ
、
夢
は
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
取
る
こ
と
」、
モ
ッ

ト
ー
は
「
自
分
の
作
っ
た
も
の
で
人
を
喜
ば
せ
る
こ

と
」
で
し
た
。

　

神
定
先
生
の
説
明
は
、
丁
寧
で
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
、
今
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
を
楽
し
み
な
が

ら
至
福
の
ひ
と
時
を
感
じ
ま
し
た
。

か
ん
じ
ょ
う

そ
ば
打
ち
教
室

お
も
ち
ゃ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

 

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の

　
　
　
　

淹
れ
方
教
室

第
２
回
河
原
子
学
区

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参加を

お待ちして

います。

季節の行事・ハロウィンです

Tadaima coffeeの店長・神定先生です

コーヒーブレイク・試飲の時間コーヒーブレイク・試飲の時間

晴天の中、競技が開催されました

皆様、お疲れ様でした

Tadaima coffeeの店長・神定先生です
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あ
る
言
葉
を
、
変
形
し
た
平
仮
名
だ
け
を
用
い
て

書
い
て
い
ま
す
。

　

絆
と
い
う
漢
字
に
見
え
ま
す
よ
ね
。
絆
に
関
係
し

た
言
葉
で
す
。

　

さ
て
、
何
と
書
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

平
仮
名　

五
文
字
で
す
。※

答
え
は
次
号
で
す

①　

全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
な
り
明
る
い
河
原
子
交
流
セ

　

ン
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ン
ボ
ル
の
灯
台
も
点

　

灯
し
ま
し
た
。

②　

全
館
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
対
応
し
て
い
ま
す
。 

Ｚ
Ｏ
Ｏ   

　

Ｍ
も
導
入
し
ま
し
た
。

③　

11
月
１
日
（
月
）
か
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け

　

る
部
屋
ご
と
の
利
用
人
数
制
限
を
解
除
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
身
体
的
距
離
（
１
ｍ
以
上
）
を
確
保
す

　

る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。
ま
た
、
基
本

　

的
な
感
染
対
策
（
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
、

　

換
気
）
や
利
用
者
の
連
絡
先
等
の
把
握
も
現
状
と

　

同
様
で
す
。

　

そ
の
昔
、
河
原
子
は
浜
で
海
水
を
煮
つ
め
て
、
塩

を
作
っ
て
い
た
の
で
「
塩
浜
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
平
安
時
代
も
終
わ
り
に
近
い
、
養
和
元
年
（
１

１
８
１
）
に
源
頼
朝
公
の
寄
進
に
よ
り
「
塩
浜
」
は
、

常
陸
国
一
宮
で
あ
る
鹿
島
神
宮
の
社
領
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
時
代
が
流
れ
、
現
在
の
東
多
賀
町
（
大
川

の
弁
天
橋
付
近
）に
弁
財
天
を
祀
っ
た
祀
堂
が
あ
り
、

そ
の
あ
た
り
一
面
が
荒
地
だ
っ
た
の
で
、
「
石
田
河

原
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
大
川
が

運
ん
だ
大
小
の
石
や
土
砂
で
、
広
大
な
河
原
が
形
成

さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
始
め
の
慶
長
九
年
（
１
６
０
４
）
大
久

保
村
よ
り
分
離
の
際
、
石
田
の
二
文
字
を
削
り
「
河

原
」の
下
に
大
久
保
村
の
分
村
と
い
う
意
味
で
、「
子
」

の
字
を
付
け
て
「
河
原
子
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

河
原
子
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

現在の弁天橋

塔は夜間点灯中です

青空の元の交流センター

緑の屋根と灯台を模した塔がシンボルです

頭
の
体
操
⑴

　
　

(
河
原
子
町　

宮
田
家
の
古
文
書
に
よ
る)

①　

木
か
ら
ツ
ゴ
ド
レ
テ(

落
ち
て)

脚
の
骨
オ
ッ

　

チ
ョ
ッ
タ(

折
っ
た)

。

②　

ノ
ン
ノ
サ
マ(

仏
様)

へ
お
供
え
し
て
か
ら
食

　
　

べ
よ
う
。

③　

突
然
、
ス
ピ
ー
チ
を
指
名
さ
れ
、
ア
ッ
パ
・
ト
ッ

　

パ(

慌
て
ふ
た
め
い
た)

し
た
。

④　

川
サ(

に)

ツ
ッ
ペ
ェ
ッ
テ(

落
ち
て)

死
に

　

ハ
ゴ
ッ
タ(

そ
う
に
な
っ
た)

。

⑤　

ナ
ン
ダ
デ
・
カ
ン
ダ
デ(

ど
う
し
ょ
う
も
な
い

　

ほ
ど)

カ
ヅ
オ(

鰹)

の
ヨ
リ(

大
漁)

で
、
船

　

(

魚
師)

の
テ
イ
ラ(

人
た
ち)

大
騒
ぎ
。

河
原
子
の
方
言
⑴

河
原
子
の
由
来
⑴

頭
の
体
操
⑴
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